
学生の“やりたいこと”が叶えられる場づくり

県大生の現状
・授業やサークル以外の時間で自分のやりたいことに挑戦する学生が増えてきた

・活動をしている先輩や友人が増え、その姿に刺激を受けて自分も何かやってみたいなと　
　思う学生も増えてきているよう

・自分のやりたいことを見つけ出せない、“やりたいこと”を抱えているけど、
　どうやって形にするのか、何から行動を始めればいいか分からない学生もいる

・浜田市外の江津市や益田市などで活動している学生がいる

⇒江津市や益田市などには、自分のやりたいことをブラッシュアップから実現まで
　伴走してくれる仕組みがある

近隣市町村での取り組み
『GOつくる大学』

自分たちが持っている好奇心や探求心を講座という形に変えてさらにふくらませるという取り組み

ゼミ 講座やイベント

この講座を受けたある大学の先輩は…

・「地域」に就職したいと江津市の企業に就職
・大学を卒業しても地域活動へ
　☞江津市だけではなく他市町村へも足を運んでいる

浜田市にお願いしたいこと

このような仕組みがあると、
定住人口や関係人口増加に
つながるのでは！？

1.“やりたいこと”を見つける、叶えるためのプロセスを学べる場づくり
2.“やりたいこと”の実現に向けて、中長期的な伴走サポートなどの仕組みの導入
3.学生のやりたいことを 見つけたり、 伴走したりできる 人材の育成
4.やりたいことに伴走 してくれる団体や 学生に対して活動を 応援する仕組み
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